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図1. 1-3a 含有PMMAフィルムの加熱前後での屈折率変化． 
り進行する(2)ことから，CN 基の場合，より C=O の反応
性が高められていると考えられる． 
次に，屈折率変化材料としての特性を調べるため，1-3a 
を 50 wt% (1-2a)，または 30 wt% (3a)含む PMMA フィル
ムを調製し，80 ℃で 1 h 加熱し，加熱前後でのフィルム
の屈折率をプリズムカップラーにより測定した(図 1)．い

























SPA と NIPAM，架橋剤である N,N’-メチレンビスアクリ
ルアミド(MBAM)，重合開始剤(V-50)を用いた沈殿重合に
より合成した(図 3)．得られたハイドロゲル微粒子の直径
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